On the nature of preathing Buddha's teachings found in the "Seisuisho" by 関山, 和夫
『
醒
睡
笑
」
の
唱
導
性
関
山
和
夫
一
『
醒
睡
笑
』
八
巻
は
、
浄
土
宗
西
山
派
の
説
教
僧
安
楽
庵
策
伝
(
一
五
五
四
～
一
六
四
二
)
が
、
京
都
所
司
代
板
倉
重
宗
の
依
頼
に
よ
っ
て
著
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
和
元
年
(
一
六
一
五
)
ご
ろ
に
筆
を
起
こ
し
て
元
和
九
年
に
完
成
し
、
寛
永
五
年
(
一
六
二
八
)
三
月
十
七
日
に
重
宗
に
呈
し
た
こ
と
が
同
書
の
序
跋
で
わ
か
る
。
『醒
睡
笑
』
に
は
、
写
本
で
伝
わ
る
も
の
(広
本
)
と
整
版
本
(略
本
・
狭
本
)
が
あ
る
が
、
内
閣
文
庫
本
(広
本
)
に
従
え
ば
、
千
三
十
九
に
の
ぼ
る
咄
(笑
話
・
落
と
し
噺
)
が
四
十
二
項
に
分
類
し
て
あ
る
。
略
本
系
の
寛
永
　
製
版
本
に
は
三
百
十
一
の
咄
が
収
め
ら
れ
て
い
て
、
四
十
二
項
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
明
治
三
十
二
年
発
行
の
帝
国
文
庫
本
『落
語
全
集
』
の
凡
例
に
お
い
て
石
橋
思
案
は
「
醒
睡
笑
は
(中
略
)
昔
々
其
又
昔
の
竹
取
時
代
は
姑
く
言
は
ず
、
我
国
の
落
itf�集
中
其
材
料
の
豊
富
に
し
て
か
も
其
滑
稽
の
縦
横
な
る
、
恐
ら
く
は
此
書
の
右
に
出
つ
る
も
の
な
く
天
晴
落
語
の
教
科
書
と
も
称
へ
つ
べ
く
(中
略
)
其
奥
書
に
記
せ
る
寛
永
五
年
は
今
を
距
る
実
に
二
百
七
十
有
一
年
。
此
古
に
し
て
既
に
此
著
あ
り
。
滑
稽
の
今
昔
を
憶
ふ
に
、
感
慨
豈
深
か
ら
ず
と
せ
ん
哉
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
藤
岡
作
太
郎
著
『近
代
小
説
史
』
で
は
『
醒
睡
笑
』
に
つ
い
て
「
こ
れ
は
江
戸
時
代
噺
の
本
の
初
な
る
べ
し
。
(中
略
)
醒
睡
笑
は
実
に
軽
口
噺
の
最
初
の
も
の
に
し
て
、
(中
略
)
こ
れ
に
現
は
れ
た
る
軽
口
は
、
後
世
の
も
の
に
比
ぶ
れ
ば
古
雅
淳
樸
に
し
て
、
言
葉
の
洒
落
よ
り
は
全
体
の
事
件
の
滑
稽
を
旨
と
し
た
る
も
の
多
く
、
総
て
後
の
一
九
、
三
馬
の
比
に
非
ず
」
一1一
と
記
さ
れ
た
。
か
く
し
て
『醒
睡
笑
』
は
、
近
代
学
問
の
申
で
は
仮
名
草
子
の
中
に
加
え
ら
れ
、
滑
稽
な
噺
本
の
鼻
祖
と
讃
え
ら
れ
て
今
日
に
及
ん
で
い
る
。
、
ま
た
、
著
者
の
安
楽
庵
策
伝
も
、
浄
土
僧
と
し
て
で
は
な
く
、
近
世
後
期
か
ら
「落
語
、の
祖
」
と
い
わ
れ
て
名
声
を
高
め
て
来
た
。
そ
れ
は
、
彼
が
落
と
し
噺
を
説
教
の
高
座
で
実
演
し
、
そ
の
数
々
の
話
材
を
『醒
睡
笑
』
八
巻
に
自
ら
集
録
し
て
後
世
に
残
し
た
業
績
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
寄
席
演
芸
の
世
界
で
「
1
の
祖
」
と
い
う
表
現
が
近
世
後
期
か
ら
近
代
に
か
け
て
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
安
楽
庵
策
伝
も
そ
の
風
潮
の
中
で
「落
語
の
祖
」
ど
讃
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
安
楽
庵
策
伝
の
落
語
方
面
で
の
伝
承
を
見
る
と
、
三
遊
亭
圓
朝
が
「
落
語
及
一
席
物
」
と
い
う
文
章
の
中
で
「落
語
の
濫
觴
」
に
つ
い
て
「太
閤
殿
下
の
御
前
に
て
、
安
楽
庵
策
伝
と
い
ふ
人
が
、
小
さ
い
桑
の
見
台
の
上
に
、
宇
治
拾
遺
物
語
や
う
な
も
の
を
載
せ
て
、
お
話
を
仕
た
と
い
ふ
云
々
」
「落
語
の
は
じ
め
・
落
語
の
は
じ
め
は
安
楽
庵
策
伝
と
申
す
者
云
々
」
(『園
朝
全
集
』
巻
十
三
所
収
)
と
述
べ
て
い
る
。
史
実
か
否
か
は
別
と
し
て
、
こ
れ
は
安
楽
庵
策
伝
が
、
す
で
に
江
戸
時
代
か
ら
落
語
の
始
祖
と
し
て
江
戸
の
噺
家
の
聞
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
圓
朝
は
天
保
十
年
(
一
八
三
九
)
に
生
ま
れ
、
明
治
十
三
年
(
一
九
〇
〇
)
に
没
し
た
人
だ
が
、
別
の
資
料
を
さ
が
す
と
、
天
保
十
二
年
(
一
八
四
一
)
の
春
に
月
亭
生
瀬
が
『落
噺
千
里
藪
』
の
凡
例
に
「落
し
噺
の
は
じ
ま
り
は
、
詳
か
な
ら
ず
と
い
へ
ど
も
東
都
の
本
に
、
天
正
・
元
和
の
頃
に
安
楽
庵
策
伝
と
い
ふ
て
咄
の
上
手
茶
の
妙
手
あ
る
と
い
へ
り
云
々
」
と
述
べ
て
、
安
楽
庵
策
伝
の
落
語
史
上
に
お
け
る
名
声
を
伝
え
て
い
る
。
安
楽
庵
策
伝
は
「
不
世
出
の
咄
上
手
」
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
策
伝
を
ま
ず
江
戸
の
街
に
紹
介
し
た
の
は
、
山
東
京
伝
(
一
七
六
一
～
一
八
一
六
)
で
あ
っ
た
。
京
伝
は
『近
世
奇
跡
考
』
巻
二
に
「安
楽
庵
策
伝
は
、
お
と
し
ば
な
し
の
上
手
な
り
。
元
和
九
年
七
十
の
年
、
醒
睡
笑
と
い
ふ
笑
話
本
八
冊
を
つ
く
る
云
々
」
と
述
べ
た
。
続
い
て
喜
多
村
信
節
(
一
七
八
四
～
一
八
五
六
)
は
『嬉
遊
笑
覧
』
巻
之
九
下
の
中
「言
語
」
の
項
に
「安
楽
庵
策
伝
は
希
世
の
咄
上
手
に
て
、
板
倉
侯
の
た
め
に
醒
睡
笑
若
干
巻
を
著
せ
り
」
と
記
し
て
い
る
。
『
遊
芸
起
原
』
『近
世
作
家
大
観
』
も
安
楽
庵
策
伝
の
咄
上
手
を
讃
え
、
関
根
黙
庵
(
一
八
六
三
～
一
九
二
三
)
は
、
そ
の
著
『
江
戸
の
落
語
』
一2一
に
「落
語
の
祖
安
楽
庵
策
伝
」
の
一
項
を
設
け
て
「
落
語
と
し
て
其
体
を
な
し
た
る
は
、
実
に
此
人
を
以
て
宗
と
す
べ
し
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
安
楽
庵
策
伝
が
、
江
戸
時
代
か
ら
落
語
の
源
流
に
位
置
す
る
主
要
人
物
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
来
た
こ
ど
を
示
す
。
安
楽
庵
策
伝
の
名
は
、
策
伝
が
晩
年
に
住
し
た
茶
室
「
安
楽
庵
」
か
ら
出
た
も
の
で
策
伝
は
茶
人
と
し
て
も
知
ら
れ
、
安
楽
庵
裂
・
安
楽
庵
八
窓
亭
の
名
と
と
も
に
茶
道
史
上
に
も
登
場
す
る
。
ま
た
、
『
醒
睡
笑
』
『百
椿
鳧
』
『策
伝
和
尚
送
答
節
(後
人
題
)
な
ど
を
書
き
残
し
た
た
め
に
文
人
と
し
て
の
評
価
も
あ
っ
て
、
国
文
学
史
上
で
は
夙
に
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
名
声
を
最
も
高
め
た
も
の
は
「
落
語
の
祖
」
と
い
う
立
場
を
後
世
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
話
の
末
尾
に
落
ち
(
サ
ゲ
)
を
つ
け
る
方
法
は
、
策
伝
よ
り
遙
か
に
古
く
(『竹
取
物
語
』
な
ど
そ
の
好
例
で
あ
る
)
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
特
に
安
楽
庵
策
伝
を
落
語
の
祖
と
い
っ
た
の
は
、
前
述
の
如
く
彼
が
浄
土
宗
の
説
教
僧
(弁
舌
家
)
で
あ
り
、
多
年
に
わ
た
る
布
教
活
動
の
中
で
話
し
続
け
た
説
教
話
材
の
メ
モ
を
集
大
成
し
た
『
醒
睡
笑
』
八
巻
を
述
作
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
安
楽
庵
策
伝
の
浄
土
僧
(説
教
僧
)
の
立
場
を
追
求
し
、
『
醒
睡
笑
』
が
単
な
る
噺
本
(笑
話
本
)
で
は
な
く
、
説
教
本
(唱
導
本
・
仏
書
)
と
し
て
の
性
格
を
具
備
し
て
い
る
点
に
言
及
し
て
み
た
い
と
思
う
。
二
美
鑿
ま
れ
の
安
楽
鏖
伝
は
、
永
禄
三
年
(
一
五
六
・
)、
七
歳
の
こ
歪
、
美
濃
国
山
県
の
浄
音
鞠
二
+
四
世
教
空
策
堂
文
叔
に
つ
い
て
得
度
し
、
浄
土
宗
西
山
派
の
僧
と
な
っ
た
。
こ
の
事
は
『浄
音
寺
過
去
帳
』
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
同
過
去
帳
に
は
廿
四
代
教
空
策
堂
文
叔
上
人
立
政
寺
住
教
空
弟
子
廿
五
代
日
快
策
伝
上
人
後
住
洛
陽
誓
願
寺
日
快
弟
子
廿
六
代
春
翁
策
含
西
堂
一3一
と
あ
り
、
浄
音
寺
に
お
け
る
策
堂
ー
策
伝
ー
策
含
と
い
う
「策
」
の
字
の
継
承
が
記
録
さ
れ
て
い
て
注
目
さ
れ
る
。
右
に
現
れ
る
立
政
寺
、
誓
願
寺
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
　
策
伝
が
十
一
歳
に
な
っ
た
永
禄
七
年
(
一
五
六
四
)
に
、
当
時
、
西
山
僧
と
し
て
著
名
だ
っ
た
智
空
甫
叔
が
、
紀
州
総
持
寺
よ
り
洛
東
大
　
本
山
禅
林
寺
(永
観
堂
)
へ
入
山
し
た
。
こ
の
機
会
に
策
伝
は
、
師
文
叔
の
導
き
で
上
洛
し
、
改
め
て
甫
叔
に
師
事
し
た
よ
う
で
あ
る
。
策
伝
が
甫
叔
に
師
事
し
た
こ
と
は
『
浄
土
宗
派
承
継
譜
』
(貞
享
甲
子
秋
七
月
望
日
、
洛
東
禅
林
貞
準
筆
)
『浄
土
宗
三
国
伝
来
血
脈
譜
』
に
源
空
上
人
i
(中
略
)
i
l
顕
貞
-
甫
叔
俊
式
(略
)
i
寿
全
(略
)
ー
1
純
長
(略
)
1
策
伝
讎
講
馨
鞴
立
堕
1
ー
長
感
(略
)
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
浄
土
宗
西
山
派
の
歴
史
を
眺
め
る
と
、
元
中
六
年
(北
朝
康
応
元
年
・
一
111:
-i;
)
か
ら
寛
永
十
二
年
(
一
六
三
五
)
ま
で
二
百
四
十
七
年
　
間
を
西
山
教
旨
普
及
時
代
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
期
間
の
後
半
は
、
争
乱
の
世
を
迎
え
て
、
殊
に
当
麻
曼
荼
羅
(浄
土
変
観
経
曼
荼
羅
)
講
説
に
よ
る
視
聴
覚
説
教
を
盛
ん
に
実
施
し
て
い
た
。
策
伝
が
十
一
歳
で
洛
東
禅
林
寺
甫
叔
に
入
門
し
た
こ
ろ
は
、
西
山
派
に
お
け
る
曼
荼
羅
講
説
の
全
盛
時
代
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
策
伝
の
修
学
は
、
当
然
、
宗
学
(教
相
・
事
相
)
の
会
得
と
共
に
、
曼
荼
羅
講
説
を
中
心
に
し
た
説
教
(唱
導
)
の
方
に
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
浄
土
宗
西
山
派
系
の
『禅
林
寺
誌
』
『光
明
寺
沿
革
誌
』
『
深
草
史
』
等
は
、
何
れ
も
曼
荼
　
羅
事
相
教
旨
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
曼
荼
羅
を
鼓
吹
し
た
も
の
と
し
て
西
山
派
史
で
は
、
明
秀
、
　
融
舜
、
顕
忠
、
秀
旭
、
宏
善
、
顕
貞
、
甫
叔
、
融
隆
、
果
空
、
長
感
、
龍
道
ら
を
挙
げ
る
が
、
策
伝
も
曼
荼
羅
講
説
の
宗
匠
で
あ
っ
た
一4一
(後
述
)
。
こ
の
こ
と
は
『醒
睡
笑
』
や
安
楽
庵
策
伝
の
研
究
の
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
『浄
土
宗
派
承
継
譜
』
や
『
浄
土
宗
三
国
伝
来
血
脈
譜
』
に
あ
ら
わ
れ
る
顕
貞
、
甫
叔
は
、
弘
治
・
永
禄
・
元
亀
・
天
正
の
こ
ろ
に
活
躍
し
た
人
で
あ
る
が
、
共
に
曼
荼
羅
講
説
の
名
手
で
あ
っ
た
。
甫
叔
は
禅
林
寺
の
古
記
録
に
よ
れ
ば
、
永
禄
七
年
に
禅
林
寺
三
十
六
世
と
な
り
、
天
正
十
一
年
(
一
五
八
三
)
よ
り
同
十
四
年
六
月
二
日
に
五
十
八
歳
で
入
寂
す
る
ま
で
西
山
粟
生
光
明
寺
二
十
七
世
を
兼
務
し
た
の
で
あ
る
。
甫
叔
の
在
世
中
、
朝
野
の
帰
崇
深
く
、
特
に
永
禄
十
年
に
隠
退
を
望
ん
だ
時
に
は
、
直
ち
に
正
親
町
天
皇
よ
り
抑
留
の
綸
旨
が
　
お
り
た
ほ
ど
の
名
僧
で
あ
っ
た
。
策
伝
が
少
年
時
代
に
わ
ぎ
わ
ぎ
美
濃
か
ら
上
洛
し
て
甫
叔
に
師
事
し
、
宗
学
を
修
め
、
曼
荼
羅
を
学
び
、
説
教
僧
と
し
て
の
基
礎
教
養
を
会
得
し
た
理
由
も
察
し
が
つ
く
の
で
あ
る
。
策
伝
は
、
京
都
の
禅
林
寺
で
宗
学
を
修
し
、
布
教
法
を
学
ん
だ
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
る
が
、
二
十
五
歳
に
達
す
る
天
正
六
年
(
一
五
七
八
)
ご
ろ
か
ら
山
陽
地
方
へ
布
教
の
旅
に
出
て
、
各
地
で
法
談
の
会
座
を
開
き
、
大
い
に
布
教
活
動
を
し
た
。
こ
の
策
伝
の
山
陽
地
方
に
お
け
る
布
教
時
代
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
七
ケ
寺
の
建
立
・
再
興
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
京
都
・
誓
願
蜘
の
古
記
録
を
集
め
た
『
深
草
史
』
に
第
五
+
五
世
策
伝
日
快
上
人
は
西
本
山
二
+
七
世
裏
上
人
の
弟
子
に
し
て
鍾
哭
雲
轟
山
備
中
誓
願
寺
法
然
寺
攀
寺
饉
霧
時
転
す
備
後
の
西
方
寺
全
政
寺
等
蹇
つ
又
泉
州
堺
の
正
法
寺
に
住
し
後
美
濃
の
立
政
寺
に
飛
錫
し
て
当
山
に
昇
進
し
大
に
化
導
を
施
す
後
塔
頭
竹
林
院
を
創
む
後
水
尾
天
皇
勅
し
て
清
凉
殿
に
曼
荼
羅
を
講
せ
し
む
弁
舌
爽
快
人
を
し
て
感
動
せ
し
む
嘗
醒
睡
笑
八
冊
を
著
す
寛
永
十
九
年
正
月
八
日
入
滅
せ
り
と
あ
る
が
、
右
の
備
前
、
備
中
、
備
後
の
六
ケ
寺
は
何
れ
も
現
存
し
て
い
砺
・
芸
州
広
島
の
誓
願
藩
も
策
伝
再
興
の
伝
黍
あ
る
・
こ
の
寺
の
開
山
は
恵
空
愚
伝
と
伝
え
て
い
る
が
、
策
伝
好
み
の
茶
室
が
古
く
か
ら
あ
り
、
戦
災
焼
失
後
移
築
し
て
茶
室
も
復
興
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
僅
か
二
十
歳
代
、
三
十
歳
代
の
若
僧
で
あ
っ
た
策
伝
が
、
何
の
後
衛
も
財
力
も
な
く
、
七
ケ
寺
に
も
及
ぶ
寺
を
次
一5一
々
と
創
建
し
た
り
、
再
興
し
た
り
す
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
、
策
伝
を
金
森
家
出
身
と
し
、
策
伝
の
兄
が
金
森
法
印
長
近
で
あ
る
と
し
、
出
家
し
て
千
石
余
を
領
し
た
と
す
る
『
立
政
寺
歴
代
大
年
譜
』
『濃
州
立
政
寺
歴
代
記
』
『
浄
音
寺
過
去
帳
』
『西
方
寺
過
去
帳
』
『
全
政
寺
過
去
帳
』
等
の
記
職
は
首
肯
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
私
は
確
信
し
て
い
る
。
策
伝
は
、
文
禄
三
年
(四
十
一
歳
)
に
は
・
泉
州
堺
の
正
法
鞠
十
三
世
と
な
っ
て
い
る
の
で
・
山
陽
地
方
に
お
け
る
布
教
活
動
は
十
五
年
間
で
あ
っ
た
。
三
前
述
の
元
中
六
年
か
ら
寛
永
十
二
年
に
至
る
西
山
教
旨
普
及
時
代
に
は
、
教
線
拡
張
の
事
業
が
京
都
を
申
心
に
し
て
関
東
、
中
部
、
西
日
本
方
面
各
地
に
及
ん
だ
の
で
あ
恥
が
、
そ
の
各
地
に
す
ぐ
れ
た
布
教
師
が
進
出
し
て
尽
力
し
た
。
近
世
に
入
っ
て
間
も
な
く
関
東
方
面
の
西
山
派
寺
院
は
、
鎮
西
派
に
転
派
し
葡
勢
力
を
失
う
の
で
あ
る
が
、
策
伝
の
青
年
時
代
は
、
教
線
拡
張
の
意
味
で
も
説
教
は
活
発
に
行
わ
れ
た
。
策
伝
は
、
そ
の
活
発
な
布
教
活
動
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
策
伝
の
山
陽
地
方
に
お
け
る
布
教
活
動
の
背
景
に
西
山
派
の
教
線
拡
張
の
使
命
も
あ
っ
た
と
私
は
考
え
て
い
る
。
策
伝
が
、
山
陽
地
方
に
赴
い
た
こ
ろ
は
、
織
田
信
長
の
全
盛
時
代
で
あ
っ
た
が
、
天
正
十
年
の
本
能
寺
の
変
で
信
長
は
死
亡
し
、
策
伝
が
備
中
に
て
活
躍
中
の
天
正
十
三
年
に
は
秀
吉
が
関
白
に
な
っ
て
い
た
。
策
伝
が
備
後
・
安
芸
方
面
で
教
化
に
従
っ
て
い
た
天
正
十
八
年
に
は
、
秀
吉
が
全
国
を
統
一
し
た
。
翌
年
に
千
利
休
の
自
刃
が
あ
り
、
文
禄
元
年
に
は
朝
鮮
出
兵
と
い
う
事
件
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
策
伝
は
、
戦
国
僧
と
し
て
乱
世
の
た
だ
中
で
布
教
に
従
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
特
異
な
戦
国
説
教
僧
と
し
て
の
生
き
方
が
大
い
に
注
目
さ
れ
　
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
時
代
は
、
長
期
に
わ
た
る
戦
乱
の
た
め
、
道
義
は
頽
廃
し
が
ち
で
あ
り
、
民
衆
は
個
人
的
意
識
に
目
覚
め
、
生
活
態
度
は
刹
那
的
享
楽
的
に
な
る
傾
向
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
日
本
仏
教
史
の
上
で
は
、
こ
の
時
代
は
各
宗
派
と
も
特
殊
な
布
教
方
法
を
考
え
ぎ
る
を
一6一
得
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
民
衆
は
、
よ
り
深
く
救
い
を
求
め
て
寺
に
集
ま
る
。
説
教
聴
聞
は
、
乱
世
の
不
安
と
焦
燥
の
念
か
ら
逃
れ
ん
が
た
の
に
は
必
要
で
あ
っ
た
。
浄
土
往
生
は
、
浄
土
教
徒
に
と
っ
て
極
め
て
強
く
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
世
相
の
中
で
の
僧
の
最
大
の
仕
事
は
説
教
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
・
そ
の
説
教
は
、
難
解
な
経
典
講
釈
で
は
な
く
、
わ
か
り
易
く
楽
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
芸
風
娯
楽
的
な
、
し
か
も
笑
い
を
中
心
に
し
た
通
俗
説
教
に
重
点
が
置
か
れ
た
要
因
が
こ
こ
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
に
出
現
し
た
策
伝
は
、
ま
さ
に
時
代
の
要
求
に
応
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
如
き
卓
抜
な
弁
舌
家
(説
教
師
)
の
出
現
は
歴
史
的
に
見
て
頗
ぢ
有
意
義
で
あ
っ
た
。
前
述
の
如
く
、
後
世
に
「
希
世
の
咄
上
手
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
策
伝
の
卓
越
し
た
話
芸
は
、
説
教
に
よ
っ
て
つ
ち
か
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
『
醒
睡
笑
』
所
収
の
小
咄
・
笑
話
は
説
教
話
材
の
集
大
成
で
あ
っ
た
。
『
醒
睡
笑
』
の
中
に
は
、
山
陽
地
方
教
化
中
の
策
伝
の
説
教
を
し
の
ば
せ
る
記
事
が
多
い
。
い
わ
ゆ
る
仏
教
落
語
が
、
策
伝
の
説
教
で
実
演
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
例
を
次
に
挙
げ
る
。
く
ハ
い
㈲
無
上
の
果
位
に
の
ほ
ら
せ
給
ふ
尺
迦
た
に
も
二
月
十
五
日
の
夜
の
雲
に
か
く
れ
給
ひ
し
あ
り
さ
ま
を
見
で
も
し
れ
と
や
寺
く
に
こ
と
ハ
り
が
ほ
の
浬
槃
像
か
く
る
た
の
ミ
も
後
の
世
を
し
る
や
し
ら
す
や
参
り
け
る
な
か
に
こ
と
さ
ら
か
た
く
な
～
る
う
ば
か
う
な
づ
き
い
ふ
や
う
ハ
し
や
か
も
か
は
う
な
人
や
や
れ
け
ふ
の
ね
は
ん
に
お
し
に
あ
つ
た(内
閣
文
庫
本
『醒
睡
笑
』
巻
四
「そ
で
な
い
合
点
」)
わ
さ
ん
こ
と
は
⑧
親
鸞
聖
人
の
和
讃
に
す
な
ハ
ち
往
生
す
と
書
給
へ
る
詞
あ
り
し
か
る
を
参
詣
の
中
に
ま
つ
た
き
む
は
の
あ
り
て
同
行
の
人
に
む
か
て
う
も
ん
ひ
唯
今
の
一
句
を
聴
聞
せ
ら
れ
候
や
お
す
な
も
お
ハ
ち
も
御
往
生
と
の
う
へ
は
ま
し
て
わ
れ
ら
か
わ
う
し
や
う
を
や
と
て
か
ん
る
い
レ
ハ
コ
ヲ
ヲ
・
を
そ
な
か
し
け
る
無
量
寿
経
若
人
無
二善
本
一不
レ
得
レ聞
二此
経
一と
云
世
尊
の
金
語
に
あ
へ
り(内
閣
文
庫
本
『醒
睡
笑
』
巻
四
「唯
有
」)
右
の
㈲
の
咄
は
、
優
れ
た
仏
教
落
語
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
落
ち
(サ
ゲ
)
に
妙
味
が
あ
り
、
聴
衆
哄
笑
の
様
を
想
像
す
7一
る
と
楽
し
い
。・仏
教
が
庶
民
生
活
に
浸
透
し
て
い
た
当
時
と
し
て
は
、
こ
の
種
の
笑
い
は
大
い
に
古子
受
さ
れ
た
筈
で
あ
る
。
⑧
の
咄
に
お
い
て
は
、
ま
ず
和
讃
の
節
付
け
が
察
知
せ
ら
れ
、
思
わ
ず
笑
い
が
こ
み
あ
げ
て
く
る
可
笑
味
を
も
つ
。
末
尾
に
大
経
の
一
句
を
引
い
て
咄
を
結
ぶ
と
こ
ろ
に
説
教
と
し
て
の
特
色
と
面
目
が
あ
る
。
次
に
浄
土
宗
の
説
教
僧
と
し
て
の
策
伝
の
立
場
を
示
す
一
話
を
、
広
本
と
略
本
を
比
較
す
る
形
で
示
し
て
お
き
た
い
。
①
京
に
て
さ
か
し
き
座
頭
月
忌
の
座
敷
へ
遅
く
来
り
内
を
は
と
く
出
て
候
が
道
に
て
鐘
の
を
と
仕
候
儘
立
よ
り
て
候
ヘ
ハ
酒
も
り
談
義
に
あ
ふ
て
さ
て
そ
ち
参
い
た
し
候
と
い
へ
り
酒
も
り
談
義
と
は
何
事
そ
や
さ
れ
ハ
も
ハ
や
た
～
ん
と
ハ
ね
つ
く
ろ
ひ
せ
し
に
爰
を
ハ
法
然
の
尺
に
て
一
ツ
申
さ
ん
と
あ
り
又
た
た
ん
と
す
れ
ハ
善
導
の
尺
に
て
ま
一
ツ
申
さ
ん
と
(内
閣
文
庫
本
『醒
睡
笑
』
巻
八
「し
う
く
」)
さ
と
う
く
わ
つ
き
お
そ
み
ち
②
京
に
て
さ
か
し
き
座
頭
月
忌
の
さ
し
き
へ
遅
く
来
り
内
を
は
と
く
出
て
候
が
道
に
て
鐘
の
を
と
仕
候
ま
丶
立
よ
り
て
候
へ
は
酒
も
た
ん
き
ノ
ち
さ
ん
り
談
儀
に
あ
ふ
て
さ
て
そ
遅
参
い
た
し
候
と
い
へ
り
酒
も
り
談
義
と
は
何
事
そ
や
さ
れ
は
も
は
や
た
丶
ん
と
は
ね
つ
く
ろ
ひ
せ
し
に
ご
ト
し
や
く
爰
を
は
法
然
の
尺
に
て
一
つ
申
さ
ん
と
(吉
田
幸
一氏
御
所
蔵
本
・
寛
永
板
『醒
睡
笑
』
巻
之
八
「し
う
く
」
)
右
の
ω
は
、
千
三
十
九
に
の
ぼ
る
咄
を
集
録
し
た
内
閣
文
庫
本
(写
本
)
な
の
で
、
広
本
と
称
し
て
差
支
な
い
と
思
う
。
②
は
、
三
百
　
十
一
の
咄
を
収
め
る
略
本
(整
版
本
・
狭
本
)
で
あ
る
が
、
ω
と
ω
を
較
べ
る
と
落
ち
(サ
ゲ
)
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
咄
に
は
、
如
何
に
も
浄
土
宗
の
説
教
僧
と
し
て
の
策
伝
の
立
場
が
鮮
明
に
示
さ
れ
て
い
て
一
段
と
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
浄
土
宗
祖
法
然
は
、
唐
の
善
導
の
『観
経
疏
』
に
よ
っ
て
開
眼
し
た
。
『選
択
本
願
念
仏
集
』
に
「
偏
依
善
導
一
師
」
と
あ
る
。
浄
土
僧
で
あ
る
策
伝
の
説
教
で
は
、
善
導
大
師
の
釈
の
部
分
が
あ
っ
た
方
が
意
味
深
い
。
こ
れ
だ
け
で
も
広
本
先
行
が
想
像
さ
れ
る
。
安
楽
庵
策
伝
は
、
あ
く
ま
で
も
浄
土
僧
(説
教
僧
)
が
本
職
で
あ
り
、
文
人
・
茶
人
は
余
技
に
よ
る
評
価
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。
要
す
る
に
策
伝
は
、
一
代
の
唱
導
家
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
一8一
四
の
『
醒
睡
笑
』
所
収
の
小
咄
は
、
説
教
に
引
用
し
易
く
分
類
し
て
あ
る
と
私
は
見
て
い
る
が
、
策
伝
の
説
教
が
技
術
的
に
優
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
好
例
を
次
に
挙
げ
て
お
く
。
ω
天
竺
に
一
寺
あ
り
住
僧
お
ほ
し
達
磨
和
尚
僧
ど
も
の
行
ひ
を
見
給
ふ
に
念
仏
す
る
あ
り
或
房
に
八
九
十
計
な
る
僧
只
二
人
碁
を
打
外
は
他
事
な
し
達
磨
件
の
房
を
出
他
の
僧
に
問
答
云
此
二
人
若
よ
り
囲
碁
の
外
す
る
こ
と
な
し
仍
寺
僧
い
や
し
み
外
道
の
こ
と
く
思
へ
り
と
云
和
尚
聞
て
定
て
様
あ
ら
ん
と
思
ひ
彼
老
僧
の
傍
に
て
碁
打
様
を
見
れ
は
又
居
た
る
僧
失
ぬ
さ
れ
は
こ
そ
と
思
ひ
囲
碁
の
外
他
事
な
し
と
承
る
其
故
を
聞
奉
ら
ん
と
の
給
ふ
に
答
云
年
来
此
事
よ
り
外
は
な
し
但
黒
勝
と
き
は
我
煩
悩
勝
ぬ
と
か
な
し
み
自
勝
時
は
菩
捷
勝
ぬ
と
悦
打
に
随
て
煩
悩
の
黒
を
失
ひ
忽
に
証
果
の
身
と
成
侍
也
ト
云
々
山
の
は
に
さ
そ
ハ
マ
入
ら
ん
我
も
た
丶
う
き
よ
の
空
に
秋
の
夜
の
月
解
脱
上
人
の
世
に
随
へ
ば
聖
あ
る
に
に
た
り
俗
に
そ
む
け
は
狂
人
の
ご
と
し
あ
な
う
の
世
中
や
一
身
い
つ
れ
の
処
に
か
か
く
さ
ん
と
か
丶
れ
し
を
右
の
哥
に
引
合
て
衣
の
袖
を
し
ほ
り
に
き
(内
閣
文
庫
本
『醒
睡
笑
』
巻
三
「清
僧
」
)
㈲
百
三
十
年
あ
ま
り
の
跡
か
と
よ
筑
前
の
く
に
宰
府
の
天
神
の
飛
梅
天
火
に
や
け
て
二
た
ひ
花
さ
か
す
こ
は
そ
も
浅
ま
し
き
事
や
と
人
皆
涙
を
な
か
し
知
も
し
ら
ぬ
も
集
ま
り
お
も
ひ
く
の
短
冊
を
つ
け
参
す
る
中
に
権
狡
坊
と
て
勇
猛
精
進
な
る
老
僧
の
よ
め
る
歌
こ
そ
殊
勝
な
れ
天
を
さ
べ
か
け
り
し
梅
の
根
に
つ
か
は
土
よ
り
も
な
と
花
の
ひ
ら
け
ぬ
一9一
短
冊
を
木
の
枝
に
結
ひ
て
足
を
ひ
か
れ
け
れ
は
す
な
は
ち
緑
の
色
め
き
わ
た
り
花
咲
春
に
か
へ
り
し
事
よ
人
く
感
に
堪
て
か
の
沙
門
を
神
と
も
仏
と
も
手
を
合
せ
し
山
の
端
に
さ
そ
は
～
い
ら
ん
わ
れ
も
た
丶
憂
世
の
空
に
秋
の
夜
の
月
解
脱
上
人
の
世
に
随
へ
は
望
あ
る
に
に
た
り
俗
に
そ
む
け
は
狂
人
の
ご
と
し
あ
な
う
の
世
中
や
一
身
い
つ
れ
の
と
こ
ろ
に
か
か
く
さ
ん
と
か
丶
れ
し
を
右
の
歌
に
引
合
せ
て
衣
の
袖
を
し
ほ
り
に
き
(寛
永
板
『醒
睡
笑
』
巻
之
三
「清
僧
」)
右
の
ω
@
を
比
較
す
る
と
、
策
伝
の
説
教
の
技
巧
が
明
瞭
に
わ
か
る
。
ω
の
場
合
に
は
「天
竺
に
一
寺
あ
り
…
…
成
侍
也
ト
云
々
」
と
い
う
『宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
十
二
・
一
に
見
え
る
仏
教
説
話
を
巧
み
に
引
用
し
、
そ
の
後
に
解
脱
上
人
の
話
を
添
加
し
て
結
勧
(結
弁
)
　
と
す
る
。
㈲
の
場
合
に
は
、
菅
公
の
話
を
し
た
直
後
に
解
脱
上
人
の
話
を
添
加
す
る
。
こ
れ
は
策
伝
の
巧
妙
な
説
教
の
技
術
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
解
脱
上
人
貞
慶
(
=
五
五
～
一
二
一
三
)
は
、
法
相
宗
の
学
僧
で
あ
り
、
通
称
は
笠
置
上
人
。
藤
原
貞
憲
の
子
で
あ
り
、
十
一
歳
の
時
に
興
福
寺
で
出
家
し
、
戒
を
厳
守
し
、
維
摩
会
の
座
主
と
な
り
、
学
徳
大
い
に
聞
え
た
が
、
笠
置
寺
に
隠
れ
、
海
住
山
寺
に
移
っ
た
。
浄
土
宗
の
僧
が
宗
学
習
得
の
時
に
教
わ
る
学
僧
の
一
人
で
あ
り
、
策
伝
に
と
っ
て
は
特
に
重
要
な
人
師
の
一
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
解
脱
上
人
の
こ
と
ば
は
説
教
に
引
き
出
す
の
に
最
適
で
あ
る
。
こ
の
策
伝
の
方
法
は
「
雑
談
の
次
に
教
門
を
ひ
き
、
戯
論
の
中
に
解
行
を
示
す
」
(『沙
石
集
』
序
)
と
い
う
説
教
の
理
に
か
な
っ
て
い
て
見
事
で
あ
る
。
法
説
・
譬
喩
・
因
縁
の
古
来
の
「
三
周
説
法
」
(天
台
宗
で
『法
　
華
経
』
迹
門
正
宗
分
の
開
権
顕
実
の
説
相
)
の
理
を
も
踏
ま
え
、
解
脱
上
人
貞
慶
の
語
を
引
い
て
結
ぶ
話
法
は
、
安
居
院
流
系
の
策
伝
の
説
教
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
「
山
の
端
に
」
の
歌
は
、
説
教
の
型
と
し
て
当
然
入
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
節
づ
け
し
た
実
演
の
様
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
説
教
は
生
き
生
き
と
し
て
く
る
。
戦
国
時
代
の
説
教
を
認
識
さ
せ
る
よ
う
な
記
述
は
『醒
睡
笑
』
の
中
に
屡
々
見
ら
れ
る
。
一 一 10一
下
総
の
国
と
か
や
き
く
墨
染
の
衣
き
て
掛
絡
を
か
け
た
る
僧
行
脚
す
又
武
士
の
馬
上
に
て
行
に
あ
ふ
か
の
僧
愚
鈍
な
り
覚
え
た
る
事
と
て
ハ
天
下
泰
平
国
土
安
穏
此
一
語
の
外
ハ
し
ら
す
さ
る
ま
丶
彼
侍
を
む
つ
か
し
く
思
ひ
掛
絡
を
は
つ
し
ふ
と
こ
ろ
に
い
る
～
即
馬
よ
り
飛
お
り
敵
を
み
て
旗
を
巻
と
き
い
か
ん
と
あ
り
し
言
下
に
天
下
泰
平
国
土
安
穏
と
武
士
問
訊
す
運
ハ
天
に
あ
り
も
ち
あ
ハ
せ
た
る
竹
鑓
に
て
大
敵
を
払
つ
た
ハ
(内
閣
文
庫
本
『醒
睡
笑
』
巻
四
「唯
有
」)
こ
れ
は
戦
国
渡
世
の
説
教
僧
の
口
か
ら
出
る
突
き
刺
す
よ
う
な
説
教
で
あ
る
。
「武
士
問
訊
す
」
と
い
う
簡
潔
な
結
び
が
こ
の
咄
を
引
き
し
め
て
い
る
。
こ
の
説
教
に
見
ら
れ
る
戦
国
時
代
的
な
表
現
が
実
に
興
味
深
い
。
『醒
睡
笑
』
に
集
め
ら
れ
た
数
々
の
様
々
な
咄
は
、
策
伝
自
身
の
「
も
ち
あ
は
せ
た
る
竹
鑓
」
で
あ
り
、
乱
世
を
生
き
ぬ
く
説
教
師
の
武
器
で
も
あ
っ
た
。
策
伝
の
八
十
九
年
に
も
及
ぶ
長
い
生
涯
は
、
ほ
と
ん
ど
戦
国
の
世
で
過
し
た
も
の
で
、
そ
の
説
教
に
修
羅
場
を
わ
た
る
た
め
の
厳
し
さ
が
あ
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
『醒
睡
笑
』
に
集
め
ら
れ
た
咄
は
、
笑
話
や
落
と
し
噺
ば
か
り
で
は
な
い
。
た
と
え
笑
話
で
あ
っ
て
も
教
訓
・
啓
蒙
的
な
香
り
が
高
い
の
は
、
こ
の
書
が
説
教
教
化
の
話
材
を
集
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
強
い
唱
導
性
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
書
の
中
に
記
さ
れ
た
多
数
の
咄
は
、
策
伝
の
美
濃
浄
音
寺
で
の
小
僧
時
代
か
ら
、
京
都
禅
林
寺
に
お
け
る
修
行
時
代
、
山
陽
地
方
、
堺
正
法
寺
時
代
、
美
濃
浄
音
寺
住
持
、
美
濃
立
政
寺
暫
住
、
京
都
大
本
山
誓
願
寺
晋
山
に
至
る
長
い
時
代
の
布
教
活
動
に
よ
る
生
活
体
験
の
所
産
で
あ
り
、
策
伝
の
右
の
移
動
の
順
に
従
っ
て
『醒
睡
笑
』
の
内
容
を
分
類
し
直
す
と
、
策
伝
の
説
教
師
と
し
て
の
足
跡
が
一
段
と
肉
付
け
で
き
る
の
で
あ
る
。
策
伝
が
、
京
都
.
誓
願
寺
第
五
十
五
世
の
法
燈
を
継
い
だ
の
は
、
慶
長
十
八
年
、
六
十
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
元
和
五
年
(
一
六
一
九
)
九
月
十
一
日
付
で
紫
衣
の
勅
許
を
得
た
。
誓
願
寺
は
常
紫
衣
寺
院
で
あ
っ
た
。
京
極
三
条
に
在
り
、
浄
土
宗
西
山
深
草
流
義
の
ゆ
一
本
寺
。
大
本
山
と
し
て
京
都
有
数
の
巨
刹
で
あ
っ
た
。
天
正
二
年
に
兵
火
で
炎
上
し
た
が
、
慶
長
二
年
に
松
丸
殿
(秀
吉
の
側
室
)
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
。
誓
願
寺
在
住
中
に
お
け
る
策
伝
の
説
教
に
つ
い
て
は
、
前
に
挙
げ
た
『
深
草
史
』
に
「後
水
尾
天
皇
勅
し
て
清
凉
殿
に
曼
荼
羅
を
講
せ
し
む
弁
舌
爽
快
人
を
し
て
感
動
せ
し
む
嘗
醒
睡
笑
八
冊
を
著
す
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
記
述
を
よ
く
注
一一11一
意
し
な
が
ら
「策
伝
上
人
が
後
水
尾
天
皇
の
勅
命
で
、
清
凉
殿
に
お
い
て
曼
荼
羅
を
講
説
し
た
が
、
そ
の
話
し
ぶ
り
は
実
に
す
ば
ら
し
く
、
さ
わ
や
か
な
弁
舌
で
聴
聞
者
た
ち
を
感
動
さ
せ
た
。
策
伝
上
人
は
、
そ
の
よ
う
な
自
分
の
説
教
の
話
材
を
『醒
睡
笑
』
八
冊
に
書
き
残
し
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
ふ
う
に
読
む
と
、
策
伝
の
説
教
師
(唱
導
家
)
と
し
て
の
立
場
と
、
『
醒
睡
笑
』
の
仏
書
(説
教
本
)
と
し
て
の
性
格
(唱
導
性
)
が
鮮
明
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
五
『醒
睡
笑
』
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
『国
書
総
目
録
』
第
五
巻
に
よ
っ
て
所
在
が
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
同
目
録
刊
行
後
に
見
出
さ
ゆ
れ
た
本
も
若
干
あ
る
。
写
本
で
は
、
内
閣
文
庫
本
の
ほ
か
に
静
嘉
堂
文
庫
、
東
京
大
学
(南
葵
文
庫
)、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
、
国
会
図
書
館
、
秋
田
図
書
館
、
岩
瀬
文
庫
、
お
茶
の
水
図
書
館
(成
簀
堂
文
庫
)、
無
窮
会
(神
習
文
庫
)
の
各
本
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
帝
国
文
庫
『校
訂
落
語
全
集
』
(明
治
三
+
二
年
+
一月
・
石
橋
思
案
校
訂
)
に
収
め
ら
れ
た
『
醒
睡
笑
』
の
底
本
に
使
用
さ
れ
た
博
文
館
本
H
　
は
、
の
ち
大
橋
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
が
、
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
最
近
、
広
本
.
略
本
共
に
活
字
本
が
多
数
作
ら
れ
て
見
易
く
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
中
で
、
近
世
に
出
た
整
版
本
(寛
永
年
問
版
の
ほ
か
に
慶
安
元
年
版
、
慶
安
二
年
版
、
万
治
元
年
版
、
刊
年
不
明
版
が
あ
る
が
、
慶
安
元
年
版
以
後
は
同
一
版
木
で
あ
る
)
は
、
説
教
の
種
本
と
し
て
僧
(説
教
師
)
の
問
で
大
い
に
読
ま
れ
、
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『醒
睡
笑
』
を
仮
名
草
子
と
し
て
評
価
し
た
の
は
、
近
代
の
国
文
学
者
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
六
年
発
行
の
「仏
教
文
庫
」
(東
方
書
院
)
だ
け
は
、
『醒
睡
笑
』
を
仏
書
と
し
て
扱
い
、
伝
教
伝
、
法
然
伝
、
親
鸞
伝
等
と
同
列
に
出
版
し
た
。
こ
れ
が
正
当
な
扱
い
で
あ
っ
た
と
私
は
考
え
る
。
今
日
、
安
楽
庵
策
伝
を
正
当
に
評
価
す
る
た
め
に
は
、
彼
の
唱
導
家
(説
教
師
)
と
し
て
の
立
場
を
十
分
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
策
伝
に
は
純
教
学
関
係
の
著
書
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
宗
門
で
も
宗
学
の
上
で
は
着
目
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
彼
が
一12
浄
土
宗
西
山
派
で
最
も
尊
重
す
る
当
麻
曼
荼
羅
(浄
土
変
観
経
曼
荼
羅
)
相
承
の
系
譜
に
つ
な
が
り
、
し
か
も
曼
荼
羅
講
説
の
宗
匠
の
一
人
と
し
て
西
山
派
史
に
登
場
す
る
こ
と
は
十
分
に
注
意
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
策
伝
が
後
水
尾
天
皇
の
勅
命
に
よ
っ
て
清
凉
殿
に
入
り
、
曼
荼
羅
講
説
を
も
っ
て
堂
上
貴
紳
を
感
動
さ
せ
た
と
い
う
『
深
草
史
』
の
記
録
は
、
並
々
な
ら
ぬ
説
教
教
化
者
と
し
て
の
策
伝
の
立
場
を
物
語
っ
て
い
る
。
策
伝
開
基
と
伝
え
る
広
島
県
比
婆
郡
東
城
町
・
西
方
寺
の
『
西
方
寺
過
去
帳
』
に
は
、
こ
の
過
去
帳
が
た
と
え
後
世
に
編
集
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
、
古
記
録
に
基
づ
い
て
〈
前
略
〉
日
快
策
伝
上
人
者
(中
略
)
黏
.藝
後
水
尾
驫
九
塾
而
拝
二贅
荼
羅
変
相
之
委
耐於
清
凉
欧
弁
豼
流
.玄
数
蕩
.(略
)
快
上
ん
廟
所
在
二纛
寒
替
甚
大
也
云
々
ク
ル
ル
シ
ク
カ
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「弁
河
如
レ流
玄
理
如
レ湧
」
も
策
伝
の
卓
越
し
た
説
教
師
と
し
て
の
一
面
を
伝
え
て
い
る
。
当
麻
曼
荼
羅
を
講
説
す
る
た
め
に
は
、
仏
教
学
・
浄
土
学
に
精
通
す
る
必
要
が
あ
る
。
時
に
策
伝
が
学
僧
と
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
あ
煽
の
は
、
策
伝
の
高
い
教
養
と
豊
か
な
体
験
を
認
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
西
山
流
で
は
曼
荼
羅
を
事
相
教
学
と
し
て
尊
重
し
て
い
る
が
、
優
れ
た
曼
荼
羅
講
説
を
行
う
た
め
に
は
、
卓
抜
な
学
識
、
教
養
、
宗
教
的
体
験
等
を
要
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
安
楽
庵
策
伝
は
、
識
見
高
き
イ
ン
テ
リ
僧
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
安
楽
庵
策
伝
が
、
曼
荼
羅
講
説
の
宗
匠
で
あ
り
、
大
本
山
誓
願
寺
長
老
で
、
紫
衣
勅
許
の
参
内
僧
で
あ
っ
た
と
い
う
高
い
地
位
と
、
落
語
の
祖
、
噺
本
(笑
話
本
)
『
醒
睡
笑
』
の
著
者
と
し
て
近
世
戯
作
者
や
噺
本
作
家
、
噺
家
(落
語
家
)
た
ち
の
先
頭
に
立
つ
と
い
う
立
場
と
が
今
日
の
一
般
的
な
通
念
で
は
、
ひ
ど
く
矛
盾
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
た
め
に
安
楽
庵
策
伝
は
長
期
に
わ
た
っ
て
誤
解
さ
れ
、
宗
門
、
茶
道
、
落
語
、
国
文
学
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
世
界
で
、
ち
ぐ
は
ぐ
な
評
価
を
受
け
て
来
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
安
楽
庵
策
伝
は
一
人
し
か
い
な
い
。
こ
の
矛
盾
を
解
く
た
め
に
は
、
ま
ず
策
伝
が
浄
土
僧
で
あ
り
、
説
教
僧
(唱
導
家
)
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
焦
一13
点
を
し
ぼ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
戦
国
僧
と
し
て
生
き
た
策
伝
に
と
っ
て
、
自
己
の
説
教
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
は
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。
経
典
講
釈
だ
け
で
は
す
ま
さ
れ
ぬ
と
考
え
た
策
伝
は
、
様
々
な
説
教
の
方
法
を
工
夫
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
『醒
睡
笑
』
所
収
の
多
数
の
咄
は
、
総
て
策
伝
の
説
教
体
験
の
所
産
で
あ
り
、
滑
稽
談
の
背
景
に
教
化
性
(唱
導
性
)
が
あ
る
こ
と
を
常
に
考
慮
し
な
け
れ
-
ば
安
楽
庵
策
伝
に
ま
つ
わ
る
矛
盾
は
解
決
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
私
は
、
近
年
『
醒
睡
笑
』
の
校
注
の
仕
事
に
従
い
、
同
書
を
繰
返
し
読
む
に
つ
け
、
益
々
そ
の
教
化
性
(唱
導
性
)
の
強
さ
を
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
策
伝
に
は
教
学
上
の
著
書
が
な
い
と
前
に
述
べ
た
が
、
『醒
睡
笑
』
を
多
年
に
わ
た
っ
た
策
伝
の
説
教
話
材
の
メ
モ
の
集
大
成
と
見
れ
ば
、
ま
た
、
こ
の
書
が
後
世
の
説
教
者
(布
教
家
)
た
ち
の
種
本
に
な
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
策
伝
は
実
に
立
派
な
仏
書
八
巻
を
残
し
た
こ
と
に
な
る
。
策
伝
の
説
教
は
、
演
説
で
あ
っ
て
、
本
来
は
書
か
れ
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
板
倉
重
宗
が
ま
と
め
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
板
倉
重
宗
は
、
『醒
睡
笑
』
の
著
述
を
策
伝
に
命
令
し
た
の
で
は
な
い
。
依
頼
(懇
願
)
し
た
の
で
あ
る
。
板
倉
重
宗
が
熱
心
な
浄
土
宗
の
信
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
策
伝
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
生
き
た
弁
蓮
社
良
定
袋
中
(
一
五
五
二
～
一
六
一二
九
)
の
伝
記
『
袋
中
上
人
伝
』
(絵
j1f伝
・
寛
延
二
年
)
に
周
防
守
(板
倉
重
宗
ー
関
山
注
)
も
や
が
て
尋
ま
い
ら
れ
け
り
聞
し
よ
り
も
み
る
に
ま
さ
り
て
道
俗
の
殊
勝
に
お
は
し
け
れ
ば
浄
土
の
法
要
な
ど
こ
ま
ゐ
丶
尋
聞
て
渇
仰
の
思
ひ
浅
か
ら
ぎ
り
し
と
な
む
そ
れ
よ
り
道
俗
貴
賤
た
う
と
み
て
来
往
の
人
日
々
に
多
か
り
け
れ
ば
そ
の
わ
た
り
の
人
多
く
来
り
集
り
て
堀
を
う
め
地
を
た
い
ら
げ
な
ど
し
て
堂
宇
を
営
造
し
て
遂
に
寺
と
な
れ
り
即
ち
い
ま
の
三
条
法
林
寺
こ
れ
な
り
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
煽
。
こ
の
浄
土
宗
の
篤
信
者
で
あ
っ
た
板
倉
重
宗
が
、
誓
願
寺
長
老
の
策
伝
和
尚
を
尊
敬
し
、
そ
の
教
え
(説
教
)
を
、
わ
が
子
の
重
郷
の
教
訓
の
た
め
に
も
是
非
書
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
懇
願
し
た
経
緯
は
、
『
醒
睡
笑
』
の
跋
文
を
よ
く
読
め
ば
容
易
に
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一14一
六
策
伝
は
『醒
睡
笑
』
の
序
に
「策
伝
某
小
僧
の
時
よ
り
耳
に
ふ
れ
て
お
も
し
ろ
を
か
し
か
り
つ
る
事
を
反
故
の
端
に
と
め
置
た
り
。
是
年
七
十
に
て
誓
願
寺
乾
の
す
み
に
隠
居
し
安
楽
庵
と
云
ふ
柴
の
と
ぼ
そ
の
あ
け
く
れ
心
を
や
す
む
る
日
毎
々
こ
し
か
た
し
る
せ
し
筆
の
あ
と
を
見
れ
ぼ
お
の
つ
か
ら
睡
を
さ
ま
し
て
わ
ら
ふ
」
と
過
去
の
布
教
生
活
を
回
顧
し
て
い
る
。
右
に
い
う
「反
故
の
端
に
と
め
置
」
と
は
、
む
ろ
ん
笑
話
だ
け
を
さ
す
の
で
は
な
く
、
説
教
師
と
し
て
、
僧
と
し
て
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
見
聞
し
て
感
興
を
覚
え
た
こ
と
の
中
で
、
説
教
に
使
え
る
材
料
を
メ
モ
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
。
『
醒
睡
笑
』
所
収
の
千
余
に
の
ぼ
る
小
咄
や
説
教
話
材
は
、
策
伝
独
特
の
才
能
で
滑
稽
化
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
説
教
実
演
の
際
に
直
ち
に
引
用
し
て
使
え
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
『
醒
睡
笑
』
の
中
に
は
、
巻
七
「
思
の
色
を
外
に
い
ふ
」
を
は
じ
め
、
教
化
性
に
富
ん
だ
咄
が
多
い
が
、
そ
れ
ら
は
浄
土
宗
的
な
も
の
よ
り
も
総
じ
て
通
仏
教
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
仏
教
界
各
宗
の
逸
話
が
随
所
に
顔
を
出
し
、
法
華
宗
に
対
す
る
浄
土
宗
の
主
張
を
述
べ
る
部
分
も
あ
る
が
、
お
お
む
ね
八
宗
兼
学
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
策
伝
の
識
見
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
『
醒
睡
笑
』
の
著
作
は
、
説
教
僧
(唱
導
家
)
と
し
て
の
策
伝
の
総
決
算
で
あ
っ
た
。
策
伝
が
同
書
の
序
文
を
書
い
た
の
は
、
誓
願
寺
を
退
住
し
、
竹
林
院
に
隠
居
し
て
間
も
な
く
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
二
十
五
歳
ご
ろ
に
山
陽
地
方
へ
説
教
教
化
の
旅
に
出
て
か
ら
四
十
五
年
間
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
転
す
る
世
相
の
波
乱
を
展
望
し
な
が
ら
の
布
教
生
活
で
あ
っ
た
が
、
『
醒
睡
笑
』
の
完
成
と
共
に
一
応
説
教
教
化
僧
と
し
て
の
長
い
生
活
に
終
止
符
を
打
っ
て
隠
退
し
た
の
で
あ
る
。
板
倉
重
宗
の
懇
請
を
受
け
て
起
筆
し
た
説
教
話
材
の
編
集
も
終
了
し
た
。
自
ら
読
み
返
し
て
み
て
、
「
お
の
つ
か
ら
睡
を
さ
ま
し
て
わ
ら
ふ
」
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
「
さ
る
ま
～
に
や
是
を
醒
睡
笑
と
名
付
、
か
た
は
ら
い
た
き
草
紙
を
八
巻
と
な
し
て
残
す
の
み
」
と
策
伝
は
序
文
に
書
い
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
策
伝
は
誓
願
寺
n
塔
頭
・
竹
林
院
境
内
の
茶
室
安
楽
庵
に
て
数
寄
三
昧
の
身
の
上
と
な
り
、
寛
永
十
九
年
正
月
八
日
に
八
十
九
歳
で
入
寂
す
る
ま
で
の
十
九
一15一
年
間
、
悠
々
自
適
の
風
雅
な
余
生
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
,
竹
林
院
に
隠
居
し
て
か
ら
の
策
伝
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
天
理
図
書
館
蔵
す
る
『策
伝
和
尚
送
答
控
』
(後
人
題
)
に
よ
っ
て
か
な
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
書
に
記
さ
れ
て
い
る
策
伝
の
交
友
の
申
か
ら
著
名
な
人
物
を
列
挙
す
る
と
、
一
条
摂
政
関
白
左
大
臣
、
近
衛
前
関
自
左
大
臣
(信
尋
)、
九
条
前
関
白
左
大
臣
、
二
条
右
大
臣
、
鷹
司
大
閤
従
一
位
、
飛
鳥
井
正
三
位
雅
寛
、
竹
門
二
品
親
王
、
妙
法
院
堯
然
親
王
、
大
覚
寺
二
品
親
王
、
知
恩
院
三
品
親
王
、
青
蓮
院
前
大
僧
正
、
西
園
寺
大
納
言
、
中
院
大
納
言
通
村
、
鳥
丸
大
納
言
光
広
、
小
堀
遠
州
、
淀
屋
三
郎
右
衛
門
、
金
地
院
崇
伝
、
松
花
堂
昭
乗
(滝
本
坊
惺
々
翁
)、
仏
光
寺
、
西
洞
院
、
松
永
貞
徳
、
木
下
長
嘯
子
、
大
阪
庄
雲
、
仙
台
中
納
言
(伊
達
政
宗
)、
尾
張
大
納
言
(義
直
)、
種
村
楊
梯
、
智
恩
寺
大
誉
、
林
羅
山
、
林
永
喜
(東
舟
)、
那
波
活
所
、
半
井
卜
養
、
伊
丹
屋
宗
不
、
宗
珀
、
春
可
(貞
門
俳
人
)、
之
俊
(長
嘯
門
)、
長
門
、
公
軌
(『挙
白
集
』
の
編
者
)、
松
前
志
摩
守
(公
広
)、
堀
正
意
(杏
庵
)、
金
子
祇
景
等
々
、
皇
族
、
公
卿
、
文
人
、
高
僧
、
大
名
、
豪
商
等
が
並
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
右
の
中
で
最
も
頻
繁
に
往
来
し
た
の
は
、
昭
乗
、
信
尋
、
遠
州
、
長
嘯
、
光
広
、
貞
徳
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
代
一
の
文
化
人
を
網
羅
し
た
も
の
で
、
策
伝
晩
年
の
社
会
的
立
場
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
こ
の
『
送
答
控
』
を
見
る
と
、
策
伝
は
多
く
の
狂
歌
や
俳
諧
を
も
の
し
て
い
る
の
で
、
『醒
睡
笑
』
『
百
椿
集
』
の
著
述
と
共
に
策
伝
を
文
人
と
し
て
評
価
す
る
む
き
も
あ
る
。
そ
れ
は
決
し
て
間
違
い
で
は
な
い
が
、
策
伝
が
真
の
文
人
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
も
っ
と
若
い
時
か
ら
相
当
な
著
作
が
で
き
、
優
れ
た
文
芸
作
品
も
残
し
た
筈
で
あ
る
。
山
陽
地
方
で
の
活
動
中
に
も
、
和
泉
の
正
法
寺
や
美
濃
の
浄
音
寺
・
立
政
寺
在
住
中
に
も
著
作
を
残
し
て
い
な
い
の
は
、
彼
が
弁
舌
を
第
一
と
す
る
説
教
僧
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
策
伝
を
大
本
山
の
長
老
の
地
位
に
ま
で
押
し
上
げ
た
諮
の
は
、
や
は
め
優
れ
た
教
化
力
に
あ
っ
た
。
文
筆
な
ど
は
策
伝
に
と
っ
て
余
技
に
す
ぎ
な
い
。
策
伝
の
宗
教
家
と
し
て
の
使
命
は
、
純
宗
教
書
の
著
述
は
な
く
て
も
、
唱
導
性
豊
か
な
『
醒
睡
笑
』
の
著
作
で
十
分
に
果
た
さ
れ
た
と
私
は
見
て
い
る
。
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策
伝
は
、
長
期
に
わ
た
る
布
教
生
活
中
に
、
多
数
の
先
行
書
か
ら
材
料
を
取
っ
た
。
聖
徳
太
子
作
と
伝
え
る
『説
法
明
眼
論
』
な
ど
の
仏
書
(説
教
本
)
の
ほ
か
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
『無
名
抄
』
『
袋
草
紙
』
『古
今
著
聞
集
』
『
元
亨
釈
書
』
『雄
長
老
百
首
』
等
を
読
み
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら
話
材
を
選
出
し
て
い
た
。
ま
た
、
自
ら
直
接
見
聞
し
た
民
間
説
話
の
類
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
て
、
巧
み
に
説
教
に
導
入
し
、
型
に
は
め
こ
む
技
術
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
手
法
は
優
れ
た
唱
導
家
な
ら
ば
、
さ
し
て
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
策
伝
が
『
醒
睡
笑
』
を
編
む
の
に
、
特
に
噺
本
の
形
態
を
と
っ
た
の
は
、
狂
歌
噺
か
ら
落
と
し
噺
へ
と
い
う
歴
史
上
の
時
の
流
れ
を
敏
感
に
受
け
と
め
て
い
た
こ
と
と
、
そ
の
方
法
が
策
伝
の
話
し
手
と
し
て
の
好
み
に
合
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
噺
本
生
産
の
機
運
に
つ
い
て
は
、
『
醒
睡
簍
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
出
た
『
鼕
・養
気
集
』
(元
和
活
字
本
・
上
下
七
+
二
畆
や
『
き
の
ふ
は
け
ふ
の
物
語
』
(上
下
二
拳
寛
　
永
+
三
年
本
は
百
五
+
三
話
)
を
見
れ
ば
わ
か
る
。
『多
聞
院
日
記
』
『
寒
川
入
道
筆
記
』
等
と
『
醒
睡
笑
』
の
関
係
も
説
教
師
と
し
て
の
策
伝
の
教
養
を
知
る
の
に
重
要
で
あ
る
。
策
伝
が
説
教
僧
で
あ
っ
て
、
説
教
話
材
の
メ
モ
を
と
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
当
然
、
無
住
(
=
一二
六
～
一
三
=
一)
の
『沙
石
集
』
や
『
雑
談
集
』
か
ら
の
取
材
が
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
『沙
石
集
』
と
『醒
睡
笑
』
と
を
比
較
す
る
と
、
類
話
は
僅
か
十
程
度
し
か
見
出
せ
な
い
。
そ
れ
も
ど
う
に
か
似
て
い
る
と
い
う
程
度
の
も
の
で
、
ま
ず
策
伝
が
『
醒
睡
笑
』
執
筆
に
当
た
っ
て
直
接
『
沙
石
集
』
や
『雑
談
集
』
か
ら
取
材
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
私
は
拙
著
『説
教
の
歴
史
的
研
究
』
等
に
度
々
述
べ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
類
話
が
あ
る
の
は
、
説
教
者
た
ち
の
聞
や
民
間
伝
承
の
も
の
か
ら
策
伝
が
間
接
に
聞
い
て
説
教
に
用
い
て
い
た
の
が
、
た
ま
た
ま
一
致
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
説
教
師
仲
問
で
の
話
材
の
交
換
は
直
接
的
・
間
接
的
に
よ
く
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
策
伝
は
、
む
ろ
ん
無
住
の
存
在
は
知
っ
て
い
た
筈
だ
が
、
無
住
と
策
伝
で
は
、
お
よ
そ
説
教
の
系
統
や
型
が
導
㎏
の
で
・
同
じ
材
料
を
扱
っ
.て
も
表
出
法
が
異
る
の
は
当
然
の
ζ
と
で
あ
る
。
寺
院
内
の
こ
と
や
経
典
の
句
を
も
じ
っ
た
笑
話
な
ど
は
、
説
教
師
は
も
と
よ
り
、
僧
侶
な
ら
ば
熟
知
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
別
に
ど
の
本
か
ら
ど
の
本
へ
と
い
う
直
接
の
影
響
は
な
か
っ
た
も
の
と
私
は
見
て
い
る
。
た
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だ
、
無
住
と
策
伝
に
は
著
し
い
共
通
点
が
あ
る
。
共
に
教
化
僧
で
あ
る
こ
と
を
第
一
義
的
と
し
て
生
き
、
共
に
一
方
で
高
僧
と
し
て
の
評
価
を
受
け
、
一
方
で
は
鳥
滸
的
な
評
判
を
残
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
は
民
衆
に
接
近
し
た
優
れ
た
説
教
教
化
者
の
宿
命
の
よ
う
に
も
感
じ
と
れ
る
。
『沙
石
集
』
も
『
醒
睡
笑
』
も
説
話
や
笑
話
の
背
景
に
教
化
性
が
あ
る
。
『沙
石
集
』
も
『醒
睡
笑
』
も
共
に
説
教
本
(唱
導
書
)
で
あ
り
、
仏
書
と
し
て
の
性
格
を
十
分
に
保
持
し
て
い
る
も
の
と
私
は
考
え
る
。
策
伝
が
、
浄
土
宗
西
山
深
草
流
の
大
本
山
誓
願
寺
長
老
、
紫
衣
勅
許
、
参
内
僧
と
い
う
高
い
地
位
に
つ
き
な
が
ら
も
近
世
戯
作
者
群
の
先
頭
に
立
ち
、
落
語
の
始
祖
と
ま
で
い
わ
れ
て
独
特
の
話
芸
の
造
型
方
法
を
と
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
個
性
的
な
文
学
や
浄
土
宗
学
の
尺
度
だ
け
で
は
到
底
測
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
説
教
者
(唱
導
家
)
と
い
う
も
の
は
、
一
方
で
は
所
属
宗
派
の
教
学
的
な
面
で
の
構
成
に
つ
な
が
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
違
っ
た
世
界
で
個
性
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
更
に
新
し
い
世
界
を
開
拓
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
安
楽
庵
策
伝
は
、
そ
の
方
法
で
『
醒
睡
笑
』
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
私
は
、
か
つ
て
安
楽
庵
策
伝
の
伝
記
調
11I
査
に
微
力
を
捧
げ
、
昭
和
三
十
六
年
一
月
に
拙
著
『安
楽
庵
策
伝
』
(青
蛙
房
)
を
出
版
し
、
そ
の
後
、
『
醒
睡
笑
』
の
注
釈
に
も
従
い
、
寛
永
板
『
醒
睡
笑
』
の
注
釈
書
を
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
に
桜
楓
社
よ
り
刊
行
し
た
の
で
あ
る
が
、
今
は
広
本
の
注
釈
に
と
り
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
作
業
を
続
け
な
が
ら
私
は
、
『
醒
睡
笑
』
は
あ
く
ま
で
も
仏
書
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
、
た
だ
の
笑
話
本
・
噺
本
で
は
な
い
と
い
う
意
識
を
一
段
と
高
め
て
い
る
。
『
醒
睡
笑
』
は
、
京
都
所
司
代
板
倉
重
宗
と
い
う
浄
土
宗
の
篤
信
家
に
懇
望
さ
れ
て
、
大
本
山
誓
願
寺
の
、
い
わ
ば
法
主
の
立
場
に
あ
っ
た
策
伝
日
快
和
尚
が
、
現
職
で
著
述
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
仏
書
の
性
格
を
具
備
し
て
い
る
の
は
至
極
当
然
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。
注①
拙
編
著
『校
注
醒
睡
笑
』
解
題
に
詳
述
。
②
、
一巻
。
『続
群
書
類
従
』
巻
第
九
百
四
十
・
雑
部
九
十
所
収
。
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③
天
理
図
書
館
蔵
。
古
典
文
庫
「未
刊
文
芸
資
料
」
第
三
期
6
に
翻
刻
。
こ
の
中
に
中
村
幸
彦
「
安
楽
庵
策
伝
と
そ
の
周
囲
」
、
拙
稿
「安
楽
庵
策
伝
に
つ
い
て
」
の
二
論
文
を
収
め
る
。
④
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
。
岐
阜
市
山
県
三
輪
二
六
八
。
⑤
西
山
浄
土
宗
檀
林
。
和
歌
山
市
梶
取
八
六
。
⑥
『禅
林
寺
誌
』
。
⑦
関
本
諦
承
述
『
信
仰
講
話
』
二
十
九
頁
。
⑧
明
秀
光
雲
。
一
四
〇
三
～
一
四
八
七
。
『
愚
要
鈔
』
三
巻
、
『選
択
本
願
念
仏
集
私
鈔
』
三
巻
、
『当
麻
曼
陀
羅
註
記
明
秀
鈔
聞
書
』
(仮
題
)
十
巻
、
『浄
土
宗
名
目
見
聞
』
三
巻
、
『安
養
報
身
報
土
義
』
一
巻
、
『
四
十
八
願
鈔
』
二
巻
等
の
著
書
を
残
す
。
拙
稿
「日
本
浄
土
教
史
の
盲
点
1
明
秀
上
人
に
つ
い
て
ー
」
(「浄
全
月
報
」
35
)
⑨
融
舜
『観
経
厭
欣
鈔
』
三
巻
、
顕
忠
『
曼
陀
羅
顕
忠
記
』
十
二
巻
、
宏
善
『
曼
陀
羅
抄
』
十
巻
、
顕
貞
『
曼
陀
羅
抄
』
五
巻
、
融
隆
『
曼
陀
羅
見
聞
記
』
一
巻
、
果
空
『
曼
陀
羅
抄
』
三
巻
、
長
感
『曼
陀
羅
大
略
鈔
』
二
巻
、
龍
道
『曼
陀
羅
抄
』
五
巻
の
著
書
が
あ
る
。
⑩
甫
叔
上
人
抑
留
の
論
旨
は
、
禅
林
寺
什
宝
古
文
書
の
一
と
し
て
現
存
。
⑪
現
在
は
浄
土
宗
西
山
深
草
派
総
本
山
。
京
都
市
中
京
区
新
京
極
通
三
条
下
ル
桜
之
町
四
五
三
。
⑫
大
雲
寺
(西
山
浄
土
宗
。
岡
山
市
表
町
三
ノ
一
八
∠
二
八
)
。
誓
願
寺
(浄
土
宗
〈
鎮
西
〉
。
倉
敷
市
阿
知
ニ
ノ
ニ
五
ノ
三
六
)
。
法
然
寺
(浄
土
宗
〈
鎮
西
〉
。
倉
敷
市
浜
町
六
八
六
)。
極
楽
寺
(
浄
土
宗
〈鎮
西
〉
。
倉
敷
市
西
阿
知
町
西
阿
知
六
四
七
)
。
西
方
寺
(浄
土
宗
西
山
深
草
派
。
広
島
県
比
婆
郡
東
城
町
一
八
三
)
。
全
政
寺
(浄
土
宗
〈鎮
西
〉
。
広
島
県
比
婆
郡
西
城
町
西
城
二
五
六
)
。
⑬
浄
土
宗
西
山
深
草
派
。
広
島
市
西
区
三
滝
本
町
一
ノ
一
七
ノ
一
。
⑭
『立
政
寺
歴
代
大
年
譜
』
(延
享
四
年
)
に
「暫
售
快
策
伝
上
人
従
浄
音
寺
転
進
当
山
俗
姓
金
森
法
印
纛
在
之
弟
畠
家
而
猶
領
千
石
余
山
懸
嘉
所
故
歟
云
々
」
と
あ
り
、
禝
州
立
政
寺
歴
代
記
』
に
は
「慶
長
+
四
年
己
酉
策
伝
上
人
暫
住
当
山
伝
公
者
金
森
法
印
崛
糶
于
家
第
出
需
帯
采
地
云
々
」
と
あ
る
。
『
西
方
寺
過
去
帳
』
『
全
政
寺
過
去
帳
』
に
も
同
様
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
⑮
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
o
堺
市
中
之
町
東
四
ノ
ニ
○
。
⑯
関
本
諦
承
述
『信
仰
講
話
』
二
十
九
頁
～
三
十
一
頁
。
⑰
上
州
・
吾
妻
の
善
導
寺
(群
馬
県
吾
妻
郡
原
町
。
現
浄
土
宗
)
の
古
記
録
に
「第
十
六
世
呑
空
上
人
-
元
和
元
年
寂
ー
此
の
時
代
、
末
寺
百
二
十
一19一
ケ
寺
を
率
い
て
鎮
西
に
転
派
す
」
と
あ
る
。
好
空
編
『
吾
妻
善
導
寺
の
教
系
及
其
伝
播
』
。
⑱
拙
著
『安
楽
庵
策
伝
』
所
収
「
安
楽
庵
策
伝
略
年
譜
」
参
照
。
⑲
拙
編
著
『
校
注
醒
睡
笑
』
。
⑳
落
語
の
歴
史
の
上
で
は
、
露
の
五
郎
兵
衛
(
一
六
四
三
～
一
七
〇
三
)
が
『
露
が
は
な
し
』
『露
新
軽
口
ぱ
な
し
』
『
露
休
ぱ
な
し
』
に
『
醒
睡
笑
』
か
ら
多
く
取
材
し
、
鹿
野
武
左
衛
門
(
一
六
四
九
～
一
六
九
九
)
も
『
鹿
野
武
左
衛
門
口
伝
咄
し
』
『
鹿
の
巻
筆
』
に
『
醒
睡
笑
』
の
小
咄
を
脚
色
し
た
も
の
を
収
め
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
落
語
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
烏
亭
焉
馬
(
一
七
四
三
～
一
八
二
二
)
は
『無
事
志
有
意
』
に
お
い
て
小
咄
の
分
類
を
『醒
睡
笑
』
に
倣
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
策
伝
の
『
醒
睡
笑
』
の
小
咄
の
分
類
は
、
後
世
の
落
語
の
分
類
の
基
を
な
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
説
教
と
落
語
の
深
い
関
わ
り
が
示
さ
れ
て
い
る
。
⑳
近
世
に
真
宗
(
一
向
宗
)
で
行
わ
れ
た
説
教
の
五
段
法
は
「
讃
題
・
法
説
・
譬
喩
・
因
縁
・
結
勧
(結
弁
)
」
を
い
う
。
こ
れ
は
天
台
宗
の
三
周
説
法
(法
説
.
譬
喩
・
因
縁
)
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
浄
土
宗
の
説
教
も
お
お
む
ね
こ
れ
に
な
ら
っ
た
が
、
呼
称
に
は
異
称
が
見
ら
れ
る
。
「讃
題
.
序
論
.
法
説
.
譬
喩
・
合
釈
」
な
ど
と
も
い
う
。
拙
著
『説
教
の
歴
史
的
研
究
』
。
同
『
説
教
の
歴
史
』
参
照
。
⑳
拙
著
『説
教
の
歴
史
的
研
究
』
。
同
『説
教
の
歴
史
』
。
⑱
『都
名
所
図
会
』
巻
之
一
誓
願
寺
の
条
。
⑳
宮
尾
與
男
編
『
台
湾
大
学
国
書
資
料
集
2
「醒
睡
笑
」
〈
翻
刻
篇
〉
ー
自
榛
文
庫
2
』
解
題
参
照
。
⑳
鈴
木
棠
三
校
注
『
醒
睡
笑
』
上
巻
凡
例
・
下
巻
解
説
参
照
。
⑳
『
日
本
仏
家
人
名
辞
書
』
。
⑳
こ
の
こ
と
は
『
浬
槃
山
菩
提
院
開
山
袋
中
和
尚
略
伝
』
に
も
見
え
る
。
⑱
拙
編
著
『
校
注
醒
睦
笑
』
一
七
一
頁
参
照
。
⑳
幕
末
の
こ
ろ
廃
寺
と
な
り
、
現
在
は
頂
源
院
(京
都
市
中
京
区
新
京
極
通
三
条
下
松
ケ
枝
町
四
七
二
)
に
併
合
さ
れ
て
い
る
。
⑳
作
者
未
詳
。
『未
刊
随
筆
百
種
』
第
八
。
⑳
武
藤
禎
夫
訳
『
昨
日
は
今
日
の
物
語
』
巻
末
「参
考
文
献
」
参
照
。
⑳
,鈴
木
棠
三
著
『安
楽
庵
策
伝
ノ
ー
ト
』
。
留
拙
著
,『
説
教
の
歴
史
的
研
究
』
。
同
『
説
教
の
歴
史
』
。
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